
小中高等学校における外国語教育

平成24年11月17日(土)
文部科学省初等中等教育局外国語教育推進室長
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1 .グローバル化を巡る
我が固の現状
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(1 )①日本人の海外留学の状況

OECD等の統計によれば、殺が国の学生害事で海外の大学毒事に官官学した臼本人l孟、 2009年で各国・地織で約6万人
であり、 2004年をピークに減少傾向。
18歳入口干人あたりの日本人留学生数については‘lまぽ繊1まい。アメリカへの留学生数は減少傾向。

日本から海外への留学者数の錐移
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同世代に占める留学者協率の推移
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(1 )②海外留学の国際出較

近年、日本からの海外留学者数lま減少傾向にある中で、 中国やインドIま海外留学生数を大きくi曽加させている。ま
た、韓国も海外留学生数をil1t加させている。

0 各国における学生の海外派遣者数推移
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(2 )新入社員のグローバル意識

2010年度の調査では、新入社員の2人に1人lま『海外では働きたくないJと考えている一方で、27%はどんな
図・地峻でも働きたいと回答。また、20代ー30代の海外に対する受容性については、新興国や発展途よ固での
就労を希望する若者の割合は低い。

新入役員のグローパル憲議
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(3 )日本企業の海外進出と「グローパル人材」への需要

日本企業の海外現地法人売上高lま98年度以降i普加傾向を示していたが、リーマンショック後の2年Iま減少してい
る。また、東アジアマーケットが占める割合は98年度から09年度にかけて17ポイント治加している.
まT二、海外拠点を設置・運営するに当たり、4分の3近い企業が『グローバル化を後進する図肉人材の確保・育成J
を諜題として挙げている。

日本企業の海外売上高及び

東アジアマーケットシェアの織移
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(4 )我が国の英語力の現状 (TOEFLスコア)

Reading IしisteningI Speaking I Writing I Total 

18 16 16 18 69 

ETS-Test and Score Data Summary for TOEFL iBT(lnternet-based Tests) and 
TOEFL PBT (Pape内部凶Tests)
January 2011-December 2011 Test Data 
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(5)国際競争力の出較 OMD世界競争力ランキングより)
1990年代では世界競争ランキング1位であったが、米圏、シンガポール、総園、中国等に遅れを
とり、 2012年は59ヶ圏中27位に低下。

|国際餓争力の比較 lMD国際銭争力ランキングの縫移削 |
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日本の評価結果
(インフラ分野の強い鎗織の例} {インフラ分野の弱い指標の例}

-経済状況:24位 -企象が持続可能な成長を.視しているか:1{立 .~時帯電館料金:59位

-政府の効事性:48位 -平鈎.命:2位 -外国信のスキル:58位

-ビジネスの効準性:33位 -企業の研究開発投資:4位 -依存人口比率t制 :55位

-インフラ:17位
-高等教育事費隆司l(回 >:4位 -将来のエネルギー供給:55位

-中司事教育就学事:5位 -企.の大学教育への際価:54位
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2.我が国の外国語教育の現状

(1 )生徒・教員の英語力の目標

(*生徒に求められる英語力
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「国際共通語としての纂語力向上のための5つの寝言と具体的纏策J(平成23年6月30日}

0中学校卒業段階

¥ 

初歩的な英語を聞いたり読んだりして話し手や書き手の意向などを理解したり、初歩

的な英語を用いて自分の考えなどを話したり書いたりすることができる。

(英検であれば3級程度以上)
0高等学校卒業段階
英語を通じて、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりすることができる。

(英検であれば準2級.....2級程度以上)

※「笑語が使える日本人jの育成のための行動計画J (平成15年3~31 日 ) においても同犠
¥ノ

会教員に求められる英語力
「国際共通語としての婆語力向上のための5つの提言と具体的飽策J(平民23年6F130日)

O生徒の英語によるコミュニケーシヨン能力を育成するため、生徒が英語に触れる機会
を充実するともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とすることができる

(英検準一級、 TOEFL550点、 TOEIC730点程度以上)

※「英語が使える日本人Jの育成のための行動計画j(平成15年3月31日)I二おいても同様 10
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(2)目標に対する生徒・教員の英語力の現状
rr国際共通路としての~I吾カ肉よのための5つのt豊富と具体的施策』に係る状況鍋釜Jより

公立学枝の生徒の英語力

く公立中学校3年生>
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公立学校英語担当教員の英語力

<公立中学校英語担当教員(23年度)>
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(3)英語教育に関する学習状況

(1.00の銀銭がどの程度分かりますか)

I ~I 国語 | 社会|数学|理科 | 英語_. 
校

年

2
年

18.0 I 26;2 I 50.0 

3110.7 119.4 1 22.1 112.4 1 28.3 
年冒

「多いJ.分からないことが多い nまとんどjほとんど分からない
(渓)平成15年度小・中学綬教育謀程実路状況鍋査(国立教宵
政自転研究所)

(2.00の勉強が好きですか) (小5-中3)
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(※}平成15年度小・中学校教育謀穣実施状況調査{自立教育政
策研究所}

(※}よ犯の理豊中の敏{直は‘ 「好きであるJrどちらかと宮え1:好き
であるJを合わせた割合(%)

12 

- 66-



3.新学習指導要領
〈小中高全体〉

(1 )小中高を通じた外国語教育の充実

基本的考え方 11 

0小中f告を通じて.コミューケーション能力容育成。
ー 言語や文化1=対する理解を深める
ー積纏的にコミュニケーシヨンを図ろうとする態度を育成する
ー 「聞くJf話すJf読むJf書くJの4技能をバランスよく育成する
0指導語業を充実(中高を通じて 2.200語から3.000語に)

1.小学俊司直曹縄海要領(平成20~手3JU生町X平成23年度から実篇)

13 

0 平絞成23年度より.!:)・61実F生において数‘外国Q:語活動を遇1コマ導成入1品平成21文年章度に及よびる2記2年述度)。lzt. 
学の判断により先行施が可能。 科しては位置づけず(JiIl評価は
0 音声や基本的な表現に慣れ親しむことを中心
0 学級担任または外国語を担当する教員による実施が中心(ネイティブ・スピーカーや外国語に準
青色な地犠の人々の協力)

11.中学般学'指..領(平成20年3月改町X平成24年度から.鎗〉
0 各学年の授業時数を週3コマから週4コマ(約3望日j燈)へ充実
O 従前の「筒(Jf話す」を重観した指導から4技能のバランス取れた指導への改善
0 指導語集を900語から1.200語へ充実

111.高得挙後学・指導事績(平成21隼3月改町X平成25年度から年次進行で実鎗〉
0 選択必履修から「コミュニケーション英語 1Jの共通必履修に変更する等，科目憐成を変更

O た生め徒.が綬英業語lまに生触徒れのる理機解会のを程充度実するとともに。綬業を実際のコミュニケーシヨ}こンとのを場明面示とする
に応じた英語を用いて行うことを基本とする

0 指導語棄を1.300語から1，800語へ充実(※) ♂ 
(ll;)コミュニケーシヨン英結1.n及び国を頒修υジ皇
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(2)小中高を通じた外国語教育の目標 (学習指導要領土の目標の出鞍)

小学枝外国語活動
外国語を通じて.言語や文化について体験的に理解を深め，

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，

芝生国語の音声や基本的主表現に慣れ親しませをがら，コミュニケーション能力
の素地を養う。

中学校外国語科

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り.

聞くことa話すこと2読むことE書くこと主どのコミュニケーション能力の基礎を養

高等学技外国語科

外国語を通じて.言語や文化に対する理解を深め.

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り.

情報や考え主どを的確に理解した日適切に伝えたUするコミュニケーション能力
を養う。

(3)中学校にお付る標準授業時数の推移(教科別)

単位時間(50分)
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(4 )高等学校における科目の見直し等

|リーディング11

|ライティング1j 
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l英語I
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(※) oc:rオーラルコミュニケーションJの略
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中心

〉
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(5)学習指導要領に定める語集数

く 中高で3，000語

く

中学校 コミ I コミE コミE
1，200語 400語 700語 700語

高校で1，800語

改訂案
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ロロ

高校で1，300語

中高で2.200語

中学校

900語

〈

現行
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(6 )諸外国における外国語教育の状況

おそ 中留 車童図 台湾 日本

初等教宵段階に 2001 1 997 2001 20' ， 
おける外国籍教

{平成13)年 (平成9)年 {平成13)年 {平成23)年膏の湯入時期

外国窃教育の 小学主主 小学校 小学校 小学校

関始学年 ~3学年 2百3学年 第 3学年 145学年
来匁λ当相は耳5'"牢

02<岡田匁改訂
-3-4年1ま

過4回以上 週2コマ
.3向...は短時間使寓 (30

-5-6年1ま 選 1コマ小学 安打がメイン 週2コマ
校 週3コマ

議1コマ叫分 4年剛3&師側}
.5-61撃は短同開慢畢と量" 市』コマ01()分 *，コマ45分
開}慢禽同日分ト由i2古.長崎 年間3~遁

各学校段
m纏皐fま.2回以よ O~IT附 12∞7年以削} は

'3-4年1:週 1::1マ
婚におけ . 5-61李は週Zコマ
る外国路

教育の侵
中学

1-2年は迎3コマ 通4コマ
.時数 週4コマ

校
週4回以よ 3年1ま過4コマ 造可コマ拍対

(!fMI40I14nt1) 
春、コマ品分.年間34週 * ，コマso分

1年1ま遇4コマ
通5コマ

必績修科目1ま3単位
満智F
遇4回以よ 2-3年1ま選択科目 時間

学校 単位和l t 必棒~ iII腕"
他iま選択科目修1::1マso分

当~1 ::1マso持到底M34過 *，コマso分 19 

4.小学校の外国語活動

20 
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(1 )小学綬における英語導入までの経緯

し昭和61年臨時教育審議会「教育改革に関する第二次答申J

2.平成 4年研究開発学校の指定(国際理解育としての英語教育の実験的
導入)

3 平成 8年中央教育審議会第一次答申(総合的な学習の時間の活用等
による外国語に触れる機会)

4.平成10年学習指導要領の改訂「総合的な学習の時間Jの設定

5平成14年 『英語が使える臼本人』の育成のための戦略構想
※ 小学校茶諾活動実施状況調査 15年度 88%実施 → 19年度 97%実施

6.平成18年 中央教育審議会外国語部専門部会(英語教育の共通の教育
内容を設定することを提言)

7.平成20年 中央教育審議会(外国語活動の新設を答申)

8平成20年 小学校学習指導要領改訂(小学校5年、6年に外国語活動を
位置づけ)

9.平成23年 小学校学習指導要領全面実施

(2)新たな外国語活動教材 “Hit friends!" 

<作成の経緯>

21 

O外国語活動の実施にあたっては、平成21年度から、教材として「英語ノートJ等を全国へ
配布。

O平成22年には、全国99.4怖の小学校に対して配布。教師用指導資料、付属のCD、
ヂジタル教材等とともに広く活用されてきた。

• これまでの「英語ノートj等の使用実績を踏まえ、

新たな外国語活動教材“Hi，制ends!'を開発

平成23年度末、児童用教材、教師用指導書、付属デジタル教材の3点を、
希望する小学校等に配布

→ 平成24年度より使用開始 (配布希望率約98%)

→ 平成25年度使用分を継続して配布予定
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(3)小学校の外国語活動に関する教員養成

<教臓課程等における外国語活動の取り扱い>
0平成21年1月14日「小学校教諭の教職諜程等における外国語活動の取扱いについて
(文部科学省初等中等教育局教職員課長及び教育課程課長通知)J

-小学校教諭の教職課程においては、外国語活動に閲する指導法を「教聴に闘する科目J'こ掌ず
る科目として‘「教科または教職に関する科目Jの中に位置づけた上で、開設することが望まれる

<外国語活動に関する大学全体の教職課程の開設状況 ( 21~手8月調査 ) > 

~I 大 -命，晶ー lMMM都|短期 大 学 会 H 
を有する;k学

開訟理署み 9 3 ，，，..・・ 3 3 i e; .ー- 5 I 1竺・ 19 a 

開設予定 3 5 ¥ 1 IJ" ， 由 、1 o! t ! 7 ':2 1 14 2 司 育

後討中 14 9 モυ・11 0 ¥ : 0 !. 1 1 1 3 I 3 9・ 16 2 ;.唖
今のところ宥えていない 11 0 I 6 ; . 1 o I 奇 l 1 1 8 1 ・... 118 晶叫

0平戚23S:事6月30日 「国際共通語としての英語力向上のための5つの握言と具体的施
策J:外国語能力の向上に関する検討会(文部科学省初等中等教育局長決定)

-教員養成課程においては、英語教員の英語力だけでなく、授業を設計するという力といっ
た指導力モ育成するよう改善・充実を図るべきである。また、小学校教員の教員養成課程
においては、外国語活動に関する科目の開設をさらに進めるべきである。

(4)外国語活動の課題

(jJ教員の指導力

O児童が話したくなる，聞きたくなる活動の創造

→児童の興味関心や個々の能力を一番理解しているのは学級担任

or外国語を使おうとするモデル」としての小学校教員
→指導者自らが外国語を恐れず、使ってみようとする姿を自ら子どもに見せることが大切

ー①を支えるのが・・・

2ALTの 力の向上、 ALTとの遭鰐

ぽ小中連娘

~1様肉体制・研修
24 
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(4)外国語活動の課題 ~小中連機①~

小中連携が重要な理由

0小学校の外国語活動の成果は数値で表されlこくし、

→その成果は中学校で本格的に英語学習を始めた際に大きく花開く

4ユ
だからこそ・・・

→小学校教員は外国語活動を体験したことが中学校でどのように発揮される

のかを意識して、外国語活動の授業をつ〈る必要がある

→中学校教員は生徒の小学校での外国語活動の経験を踏まえて英語の授業

をつくる必要がある

(4)外国語活動の課題 ~小中連携②~

小中連携のステップ ( 

第一段階(準備段階) → 情報交換・交流

例えば・・・
0互いの授業参観や研究協議

0小学校教員と中学校教員とがTTで外国語活動や英語科の慢業を行う

さらに・・・
O教員同士に加えて児童や中学生との交流
・中学生が児童に自分たちが英語科授業で学習したことを披露するなどして小学
校児童とコミュニケーションを図る活動

0中学生にとっては英語学習の動機付け、
0小学校児童にとっては中学生や中学校を知り、あこがれを抱くきっかけ
→教員だけでなく児童生徒にとっても成長の機会
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(4)外国語活動の課題 ~小中連携③~

第二段階(本格的な連携)

カリキュラムの連携

-・小学校の2年間と中学校の3年間のカリキュラムがつながること

具体的には・・・

①目標の一貫性 ②学習内容の系統性 ③指導法の継続性

③指導法の継続性とは、例えば・・・

O中学校入門期には、小学校外国語活動の授業からのスムーズな接続を考え、
・音声中心で進め、外国語活動で体験してきた活動を積極的に取り入れる
-小学校外国語活動で使っていた教材を積極的に活用する

27 

(5 )小学校外国語活動実施状況調査について

@小学校外国語活動実施状況調査 |速報値につき取扱注意

目 的:平成23年度より全面実施された小学校外国語活動の
実態を把握分析し、その改善充実を図る。

実施時期:平成24年2月-3月

対 象:小学校第5、6学年の児童(児童調査)
管理職(管理職調査)
学級担任もしくは外国語活動を専門的に担当する教員
(担任調査)

※岩手県・宮城県・福島県lま調査対象外

※現在、中学校1年生に対する調査を実施中。

28 
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外国語活動に関する児童の意識(児童調査① )

英語の綬業カ{f好き し「どちらかと窒えば好倉』と答えた児童の割合は五 ヱ盤であるe

(小学校第5学年ではll.皇盤、小学校第6学年では皇主主2重である。)

Q.あなたは、英語の授業が好きですか。

(2)英語の綬象lま好きですか

ロt皇子5・2どちらかといえば好き
ロ3どちらともL、え広い
ロ4 どちらかといえばきらい・5きらい
ロ6書量密答

t平成23年度文郎総学省調べ】

外国語活動に関する児童の意識(児童調査②)

英語が「好き」、「どちらかと言えば好き」と答えた児童の審l合は70.7皇である。

Q.あなたは、英語が好きですか。

(8)英語が好きですか

-75-

ロ3どちらかともいえない
ロ4どちらがといえばきらい・5きらい

(~成23年度文部科学省調ベ)



外国語活動に関する児童の意識(児童調査③)

英語の授業を「理解しているJ、「どちらかと雷えは'理解している」と答えた児童の割合は皇立皇皇で
ある。また、これに『半分くらい理解している」と答えた児童を加えると、皇2.1%である。

Q.英語の操業の肉容をどれくらい理解していると思いますか。

(4)英語の鐙業の肉容をどれくらい理解していると思いますか
1.70，; 

ロ1 ~聖書遣している
.2.どちらかといえば理解している

ロ3半分〈らい理解している
ロ4 どちらかといえば理解してい伝い・5理解していない
ロ6無回答

{平成23年度文部科学省調ベ)

外国語活動に関する児童の意識(児童調査④)

児童が英語を使ってしてみたいことでは、海外旅行に行くこと(88.3%)、外国の人と友達になるこ
主u.a"主監ふ外国の人と話すこと(75.9%〕などが多い。

Q.あなたがこれから英語を使ってしてみたいことは何ですか。(複数回答)

れ2)実島幸使ってしτみたいことは備ですか

肌 1臥 20穐 30¥ ‘!I¥ !I(浪 薗臥 ?血 8(l< 庫民 10偶

ア 併同人と草'‘

、、 ‘'略冊の人と怠直にt，，6~

\~，乎メー11lie

ぬJJ亀

.. ， 

""，.の餓圃，司r.私1"、e量61‘

(，X l j亀崎で..."1'-.....~I;ζと

t外闘の人に重告で，<<ut;:と

:lo.1-・がI:'Jlh/'<Jlゐこと

~~ ， .!!'UllヨIUl f司r 6=~

~削除併にすほと

聾造可E日みの主化経lt1t'ること

E 

、、1

I ......... 

~ 

-J.--寸

可E

且ム~

{平成23年度文部科学省調ベ}
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(. 

外国語活動に関する児童の意識(児童調査⑤)

児童が英語の授業の中で楽しいと思うことは、英語のゲームをすること(91.2%)、外国のことにつ
いて虫学ぶこと(74.1%)、 日本語と英語の温いを知ること(70.4%)などが多い。

一方、英語の絵本を読んでもらうのをきくこと(29.9%)については、後業でやっていないところが
多い。(r慢業でやっていないと思うJと回答した割合は弘旦担)

滋いずれも.rあてはまるJfどちらかといえばあてはまる』の合計割合

a.英語の授業の中で楽しいと思うζとはどのようなζとですか。

(5)1(0の檀置のψで車しいと車事ζt
。、

7.c1t1>C>を4・9・

，，of).・のザーI.tt4二

..， ，可O)II-"_・ P可r色工.... 

%，‘'l・・を・11マを司匹
司rV・t.略p.).Ø)tt!:t'雀2・r~.:-.t-

I)1*lt'"畠'き'"露呈...11<6・

l' ，..&のことむさ施吋写.;:-

ω;r.冒と董.11>&いを包るε

~ ，事!!'t'ew"事 ø.aJI..:暑い幸三と

.ll加で怠盆~司l t;ど""".."<1

今11・-噌&VI!ゐでも帥DtI!ι
iシー II 岬.stt~..øf，l...t二l::

， ;t i 調躍の.c."・・..~こと

。m 20¥ 30!、~ ~ 軍品

4←- ...;--- ' 
司--..，_ー』

___..--- 、ーーー・』

、-崎- 1 一ーす_-

{平成23年度 文郵科学省鯛ベ}

10、 a凪 曲、，曲、

. ， 
.~〆"

I __ 戸_'l' 
J 

一、-・・ーー
町、

_--
F胃司監~←』

ー圃.....-ー戸_-

u.て，.n ・ どもらかι喰~ 0ど色ら..'"味C: C"t:CU"O-' ・ηt.>)t;t.・ ・筆3・~・ヨ:---;t也~S

外国語活動の指導者(担任調査①)

(外国語j即 主な指導者は担任(73.0%)'"{?抗

a.あなたの学級で、主l三外国語活動を指導している方は誰ですか。

11-ト(1)外自語活動を指導している方1ま誰ですか

川、 『ロ1 学級担任

・2外包括活動を専門に指導する小学校教員{l惇剥
教員)
03学重量担任、専科教員以外の小学校教員

04 中学級や;r;等学校の茶話敏員

.5その他

ロ6熊困答
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外国語活動に関する研修 (担任調査②)

平成23年度中、半数以上が学校外での研修に著書加していuい。
参加した者の参加頻度は、年1回が20.3%、年2、3回程度が20.1%となっている。

Q.あなたは平成23年度にどの程度外国語活動に関する学校外での研修に参加しました
か。
(悉皆研修、自由意志による参加を含みます。)

n-2-(I)学校外での研修に参加しま

I 1.7・.
0.3" J 

ロ1 1箇・22.3回程度
03 5回程度

ロ4 R 1@J程度・5112回以上
ロ6参加していfj.い・7無回答
{平成23年度文書官科学省調ベ)

外国語活動に関する研修 (担任調査③)

学級担任への調査結果によると、畢体回生活動iこつい玄法違理解童図つ在日体厳」島日主盈研修
【Th..4.2昔]、拳級担任毒事に率蚤盤国語這動の研窓獲量健室豊観ι級車短調Eiこつい主協謹主蚤盟修
(49.1 %トデ芝生ル教材の使い査について塾通運量産量園ったり，実際に偉い査を体燈l.!た日す蚤研
修は0.6%)などへの要望が高い。

Q.あなたが必要と感じる研修について、あてはまるものをすべて選んでください。

i 瑚訓 。、 。帥 2凪 2杭 4仇 §同 10¥ ?肌 8叫 '的 10仇
，・.."，J.tlCI"唱l_;A.'町内ー哩1!'1S6e・

笥8¥
， '''_!''JI[';":....:，. ，軍用.~'!"・・10>-""9・

154、
. .胸骨11"'''''''"・R・l'' ''_W掴 ) t._~4'宣ìi t，，'

491¥ 
晶画1.b.U . ~.".z:u・..日 制...... 畑町1・r...r.... 
且柑， "M"':南時'tn!-!l'n苫3μL"" .~ーを杷;"'~';.'ごうM苛
.， .. た..，..，.;
"' ~，‘ '''11\" 耳屯宮"，亀'智電，.-，tぜ.，_+:帆叫. '..t.唱fラ，.

岡. .，. ~'rlV' <406" 

~" ， ...h・u嗣川司U事官:.~'rð5.
31.3、

~.岡温品目崎山山骨山口唖' I'P!I~U山叫" 196'、
~"・『略 38.8、
t .~" 圃313、

11、
{平成23年度文書事科学省線ベ)
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外国語活動に係る環焼箆備について (担任調査④)

外国語活動を行う上で、+分満たされていないとされた割合が多い項目は、保謹者等の外舗人材
の箇力(83.9%)、教材・教臭事事の開発や準備の路間(803%)、小学鮫聞の逮鱗(75.3%)、企笠
伎と虫垂綬型連鎗(74.4%)である。

Q.食校において外国語活動を行うよで、以下の項目は+分満たされていると思いますか。

n-s・{I)外国館活鋤に封ずる.:1

帆 1仇 2肺 3肌 40、 3帆 崎、 10、 8VI 冊、 1冊、

ー..‘a・t-"_'"圃刷圃
，.・肉院・__ ，・>・・・・....恒'

‘ -、.. ・・前..-

. 望望豆亘'‘輔植樹

..咽圃陣..:-tlJ."岬・
. ..量ぬー~. I ' ，，. 

.司・... 噌・._・4・"ーー輔.
ー・・・凪'圃 b・_.
-ー咽ー....

-令多，でめる -ど+ち吋らでa晶p品~吐ぽ 04+白労"曹かは晶い、ぇI:t 。村持品、 .u帯

{平成23年度 文飾科学省mベ}

外国語活動に閲する研修①【校内研修】(管理臓調査)

平成23年度中に行われた校内研修の実施頻度は、隼1 回が30.4%、 2~2、 3回が35.2%となっ
ている。
平成23年度中に校内研修を実施していない学校1;);、全体の22.5%である。

Q.貧校では平成23年度に外国語活動に関する校内研修をどのくらい行いましたか。

4-( 1)外国語活動に関する校内研修

0.4'-
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口11回・2 2. 3回程度
ロ34. 5回程度
口4 1回程度月・5Fl2回以上
ロ6行っていない
117然回答

t平成23年度文部科学省澗ベ)



外国語活動に関する研修②【校内研修】 (管理機調査)

外国語活動に関する校内研修では、具体的な活動についで共通建鰐を図ったり体鐙する研修

L皇息宣盆i、外国語活動の自纏や内容などのあり方について共通建鰐を図る研修(55.6%)などが
多い。

Q.貧絞で実施した校内研修の肉容はどのようなものですか。

H2)どのようfi肉軍耳鳴修を行いましたか
肺 111、 袋内 持、 啄，、

実‘
依，、 111¥ 

556、
切阜、

36.1'. 

16.9¥ 

30，4、

33.3¥ 

自 外制1.1眉曲。~nll;や附StJttØI\V7JI::-乱、τR・l' ・‘t
白雪危・2.‘体r<1':ts鎗t乱可処嘩同僚.. 圃':II!'J~，届いたりした
03字組鱒酬は制開講;!舗のIIJI:園陸.0ゅl!:層包1:
つ足、て凶3・した
ロ411・4)"・:{による外国lU・の偶1(1"穫量""L膏祖国
'.::-:11.吋IC¥:AU!

・ 5 晴雄活断行ラ・1訓"か使う蛸I~"，‘叫百・冒壷
情。削その他情1:-:"1τ喧‘la吋到し化

。e 亨ジタル‘..~tIい君について司直喧‘If圃9たV置IU:a
い丹署11<"したりした.， . .11.，伶.tし危

ロ8 ・fllI繍肩.1.~・瓦11薗縦4・~f伶叫したり嶋14LIヒリじた

・9外側a嵩舗の1・・雌''"伶t.Iゃ:U・11:1:1:':>也、τ銚喧喧
量骨った切IUI，.I出した
.'0その健

(平成23年度文部科学省飼ベ)

外国語活動に関する研修③【学校関連携】(管理臓調査)

平成23年度中!こ、中学校区内の小学後と会問で外国語教育に関する研修会を行った掌綬は‘金

盤旦Z旦皇盤、 中虫学筏と合同で外国語敏曹に闘する研修会を行った虫学鐙l玄、全体の42.3%となって
いる。

Q.貴校では平成23年度に中学校区内の小学校、あるいは中学校と合同での外国語教育に

関する研修会をどのくらい行いましたか。

小学校との逮燐 中学校との運傷

品

開

抗

日

刊

の

a
a
u
a
u

巴1I図

・:22 3回健康
03 4 5@程度
目4 1@認度月・5i12回以上
516行っていない

白7集団答

Ul I回・223回穆皮
ロ345回程度
ロ4 1回極度R・5i12回以上
U6行っていない.

07績回答 l 

11.6、

03、
40 

{平成23年度文部科学省調ベ}
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5.外国語教育に関する取組

41 

グローバル人材育成戦略(概要)

1.基本的な問題意識、グローバル人材育成及び活用
'l'1il~今年6114白?ローI()lø人相宵庇郷量会聞書拍車と的

-グロ-/~)レ化する世界のゆにあって、裁が園の若者lま『肉向き志向1であり、重量かな語学力 ・コミュニケーシゲ
能力や異文化体験を身につけ、国際的に活躍する「グローバル人材jを継続的に育成する必要。
・以下の要素をi結えたグローバル人材を育成するためには、初等中等教育の諸課題、
大学教育の諸課鑓、経済社会の諸諜鑓の解決に向けて取り組むことが必要。

要素1:語学力・コミュニケーシヨン能力 要素11:主体性・議後性、チャレンジ聖書柳、 協翻性・柔軟性、責任感・使命感
J{グローの賊】
張家111:奨文化に対する理解と日本人としてのアイデン子ィティー

.英語教育の強化、高校留学の促進等の初等中等教育の諸課題
・小中禽を通じた笑語教育の篠本的な充実・強化{新学習抱導要領の着実な実絡‘JETプログラムの活用、
姉録都市・姉妹校の活用、lCTの活用等)を図る。
・茶話教育に関する先進的な取締のx緩や外部l倹定試験を活用した英語・コミュニケーション能力の到達度q
J巴縫・倹鉦を指導波警に活かし、中学・高校段階の英語教育を銭本的に強化。
'18緩頃の時点までに1年間以上の留学ないし;在外経験を有する者を3万人規畿に増加(留学しても
3年間での高校卒業が可能である旨を周知徹底)。
・禽校卒業時に国際パカロレア資格を取得可能な、又はそれに準じた教育を行う学校を5年以内
に200校程度へ繕加。
・英語担当教員t票用で、TOEFL.TOE1Cの成績等を考慮。また、外国人教員の線用を促進。 等

グローバル人材育成推進会議 :1 グローバル人材育成推進会議 ; 

構成員 :l 幹事会構成員(当時) ， 

議長古川元久 国家戦略担当大臣 :l座長右目勝之 内閣府i'1大臣(国家戦絡担当〉
玄菜光一郎外務大臣 I : 11I座長減弁祭 文部科学大臣政務官

平野1尊文 文部科学大臣 I I 大$1専志 内閣府大臣政務官(図家戦略担当)
小宮山洋子厚生労働大臣 !; 浜田和幸 外務大臣政務官
校野幸男 経済産業大臣 1l J奪回弥太郎厚生労働大臣政務官 42 i 
長浜博行 内閣官房副長官 i; 中綬康浩 経済産業大臣政務官 ; 
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(2)外国語能力の向上に関する検討会(文部科学省での取組)

0平成23年6月

「国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策j
~葵語を学ぶ意欲と使う機会の充実を通じた確かなコミュニケーシヨン能力の育成に向けて~

;外国信能力の向上に関する検討会望書員(敏軍事1ft>

;池上久縫 東京特大学客員鰍・図際戦前川イサ・ー(前三菱商事(船参与人事厚生服) l 
i市村泰男 (社)8+貿易会世常務理事(前伊織忠商事(縁)審服役インドネシア支配人(策}伊蕊忠インドネシア会社社長)~ 
!卯減給笥 筑波大学大学院人文社会事ヰ学研究粍教綬
i岡田恵介 (財)英語教育t~ll会理事{前ジャパン9イムズ編集局長)
!杉山祭 プロテニスプレイヤー
1.京邸良傷 プライアス基鐙教育研究所長(前東京都教暗署員研修セン聖一教綴)
!中村保 (役}白本在外企業協会海外安全セン?ー主幹・キヤノン顧問
d震岸秘史 東京外国路大学大学院総合図書原学研究院教綬
!総本茂 立教大学経営学部教授
， '本下俊秀 三菱東京UFJ銀行人事書官副部長
!吉田研作 上智大学外国語学部英語学科教鍛・上智大学一般外国語教育センヲー長
i吉図広級 官需薬学回大学外国語学部進教綬 : 

43 

(3) r国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策J
①基本的考え方

0 はじめに

様々な分野で英語力が求められる時代

→英語をはじめとした外国語は、

-グローI¥}レ社会を生きる我が国の子どもたちの可能性を大きく広げる重要なツール

.日本の国際競争力を高めていく上での重要な要素

英語力の向上は教育界のみならず産業界など棟々な分野に共通する重要課題

→幅広い分野からの支援・協力を得ながら社会全体で取組を進めることが必要

0 求められる外国語能力

異なる国や文化の人々と外国語をツールとして円滑にコミュニケーシヨンを図ることができる能力
具体的には・.. 

・臆せず積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

-相手の意図や考えを的確に理解し、論理的に説明したり、反論・説得したりできる能力など

0 新学習指導要領における外国語教脊

・新学習指導要領で呂指す外国語能力は、グローバル社会に求められる外国語能力とその

考え方において軌をーにするもの

-新学習指導要領を着実に推進することが我が国の国民の外国語能力を向上させるたぬの

基本
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(3) r国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策」
②5つの提言とその具体的施策

|提言1:生穫に求められる英語力について その達成状i悶握・検匝する。 I
具体的結策 ↓

O 国や教育委員会、学校は、積極的に英検やGTECfor STUDENTS等の外部検定試
験等を活用し、 生徒に求められる英語力の達成状況を把鐘・検証する。

O 国は、諸外国の取組も参考にしながら、固として学習到達目標をfCAN-DOリストj
の形で設定することに向けて検討を行ラ。

0 中・高等学枝i志、学習到達目標をrCAN-DOリストJの形で設定・公表するとともに、
その達成状況を把握する。国や教育委員会は、書学枝が学習到達目標を設定・活用す

る障に省参考となる情報を提供するなど、必要な支纏を行う。

j各学校段階において、学習指導要領に基づき達成されるfA活力は以下の通りである内
: (中学校卒業段階)

初歩的な~締を聞いたり読んだりしておし手や lt ~き手の意向などをE理解したり、初歩的な災訴
をJ1lいて向分の考えなどを話したり，r:-~、たりすることができる巴 (英検であれば3級程度以上)
: (耐等学校学業段階)
英訴をi並じて、ttHUや考えなどを的/i(ttに組内干したり適切に伝えた竹することができる。(!k験で
j あれば堆2級~2級程度以1:>

rCAN-DOリスト」の形で-の学習到達目標設定

0 背景・経緯

-外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠

(Common European F ramework of Reference for Languages: 
Learning， teaching， assessment; CEFR)をはじめ、「言語を用いて
何ができるかJ(CAN-DO)という観点から、様々な取組が行われて

いる
・平成24年8月に文部科学省において検討会議を設置
・中・高等学校向けの手引きを今年度内を目途に作成予定

-その後、固として学習到達目標をrCAN-DOリストJの形で設定する
ことについても検討予定

0 基本的考え方
・学習指導要領を踏まえて設定

-観点別学習状況評価等との整合性を保持

-主として教員が生徒の指導と評価の改善のために活用 46 
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(3) r国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策j
②5つの提言とその具体的施策

提言2::生徒にグローパル社会にお付る英語の必要性について理解を促し、英語学
習のモチベーション向上を図る。

具体的施策 |

O 国lま、英語を使って活躍する人々からのメッセージなど、生徒の英語学習のモチペー
ション向上に資する情報を発信する。

0 教育委員会や学綬肱、生徒が将来英語を使って活躍する場面を具体的にイメージで
きるようにするため、企業や大学の協力を得て、例えば、以下のような取組を行うa
-英語を使って仕事をしている人の話を聞〈機会を設ける。
・インターンシッブに参加する機会を設ける。
-海外修学旅行において現地法人の工場や支社を訪れたり、それらを映像化したDVDを教材とし
て活用したりする。
・英語で行われている大学の講義を受講する機会を設ける。

O 国や教育委員会、学桟は、国際理解教育や持続発展教育などを通じて、海外の学枝
との英語による国際安涜を推進する。

0 教育委員会や学綬は、国や自治体、企業等の憾広い支媛なとを受けながらスピーチ
大会やディペート大会など英語に関するコンテストへの生徒の参加を推進する。

O 国や教育委員会は、 海外の高等学校へ留学をする生徒に対し支緩を行うなど高枝生
の海外留学を維進する。(18歳の時点までに中長期の留学ないし在外経駿を有する者
を3万人規模へif!i'加させることを目指す。)

¥ 

ノ

“Broaden Your Horizons with English !一英語を使って羽ばたく日本人一"
COVO) 

山中伸称CiPS細胞研究者)

橋爪舞(通訳案肉士)

佐々木善一(外資系自動車販者会社エンジニア)

&小田皇子(閉経済アナリスト)

植平宏樹(英会話教室講師)

杉山愛(元プロテニスプレーヤー)

中村竜太郎(不動産営業)

津坂美樹(経営コンサルタント)
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高校生の留学促進

1.高校生の国際交流の意義

3.文部科学省高校生留学支援事業の概要
也内 容留零経費支媛 (1人40万円)

.対象人数・300人 (H23年度:50人)

・対象条件:地方公共団体や高校生の留学・受琉を倣う民間団体等が主催
する海外派遣プログラムへの参加、もしくは個人留学
(留学期間 原則 1年間)

。支媛方志:都道府県を通じて、留学支媛金を高校生に給付
(給付対象者の選考l玄、都道府県において基準を設定し、実施)

nl 繍腿 婁 の公蕊 > 沼II宣腕希筆者議集 >回
|園1<棚舎の受何諸 11書1< 四舎の応慈 11様|
1 11 .1III~OHn<t :>1 僅 1! 切抑制 >1生 |

岡
国

(3) r国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策J
②5つの提言とその具体的絡策

撮雷3:AL丁、 ICT等の効果的な活用を通じて生徒が英語を使う機会を増や
す。

具体的施簸 ↓

0 国は、AしTの活用実態を把握するとともに、効果的なティーム・ティーチングの方
j去や授業外におけるAしTの活用方法などに関する情報を教育委員会や学校に提

供する。教育委員会は、 ALTの雇用・契約形態の見直し等適切な対応を行う。
0 教育委員会や学筏は、ALTや民間人材などを活用してイングリッシュ・キャンプなど、
生徒が集中的に英語に触れる機会を設ける。

0 教育委員会は、外国人教員や海外経験を積み高度な英語力を持つ日本人英語教員
の採用を進める。(600人の採用を目指す。)
O 国は、ICTを用いた海外との交流学習・協働学習、個別学習や課外学習におけるIC
T教材の活用、慢業におけるデジタル教科書・教材の活用など、ICTの効果的な活

用に関する情報を教育委員会や学校に提供する。
0 国は、例えば、企業08など莫語がt甚能な地滋人材に関する情報や英語教材、優
れた英語の捜業実践事例などを掲載したポータルサイトの機築など、英語教育に関
する人材や情報の有効活用に資する取組を行う。

50 
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(3) r国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策j
②5つの提賓とその具体的施策

提言4:;英語教員の英語力 ・指導力の強化や学校 ・地戚における戦略的な英語教育|
改善を図る。 I

具体的鑑賞①

(英語教員の英語力・指導力の強化)
O 国は、「日本人若手英語教員米国派遣事業Jなどの研修を引き続き実施するとともに、アジ
アなどの国々との研修・教員交流や各都道府県・指定都市の中級となる英語教員に対する
集中研修の実施について検討を行う。教育委員会においても教員に対する集中的な研修を
実施する。
0 国は、プレゼンテーションやディベート、ディスカッション等の指導方法に関する研修の
プログラム例や教材など、教育委員会や学校が研修を実施するに当たって役立つ情報を
提供する。
0 国は、英語教員の指導力の強化のため、実際の授業を収録したDVDを作成・配付するな
ど、学習指導要領に基づく揖業の具体的なイメージや言語活動の在り方などの情報を教
育委員会や学校に提供する。
0 英語教員等の養成の中核的拠点となる大学を重点整備する。
0 国や教育委員会は、英語教員に英機、TOEFL、TOEIC等の外部被定詰験を受験するよう
促すとともに、英語教員に少なくとも求められる英語力についてその達成状況を把鍾・公表す
る。
0 教育委員会は、英語教員の探用にあたり、外部検定試験の一定以上のスコアの所持を条
件とするなど、英語数員に一定の英語力を栄めるようにする。国は、各教育委員会の状況

¥ を把握・公表する。 ノ

日本λ若手英語教員米国派遣事業

【事業概要】

・若手英語教員を米国の大学に派遣し、英語教育の教授法を学ぶとともに、米国での人

的交流やホームステイを通じて米国の理解を深め、英語教員の英語指導力、英語によ

るコミュニケーション能力の充実を図る。これは、中長期的な視点に立てlま、日米同盟

の深化・発展のための国民の幅広い層における相互理解の促進にも資する。

【事業の目的】

.新学習指導要領に対応した英語教育の発実

.藁語教員の資質向上

.日米交流強化を通じた日米同盟の深化

【派遣対象者}

-任命権者から推薦された原則20代.....30代の若手蔓語教員

【派遣者数】

・平成24年度工立旦ム
【派遣期間】

・主主且 (事業年度の7月末~翌年1月末の期聞を想定)

【事業実施方法等】

-任命権者からの推薦に基づき、派遣者を決定
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新学習指導要領に対応した外国語活動及び外国語科の授業実践事例映像資料2

0 小学校臨
・東京都大田区立志茂田小学校

対象学年:第5学年 “Hi. friends ! 1" Lesson 4 I like apples. 
.徳島県鴫門市林崎小学校

対象学年:第6学年 “Hi. friends ! 2" Lesson 3 I can swim. 

0 中学絞版
・新潟県妙高市立妙高中学校

対象学年:第1学年
.青森県むつ市立田名部中学校

対象学年:第1学年
.静岡県浜松市立南部中学枝

対象学年:第2学年
.錆玉県埼玉大学教育学部附属中学校

対象学年:第2学年
.佐賀県鹿島市立東部中学技

対象学年:第3学年

53 

新学習指導要領に対応した外国語活動及び外国語科の授業実践事例映像資料2

0 高等学校版

・山形県立楯国高等学校普通科英語 I

対象学年:第1学年科目:英語I
-茨減県立竹園高等学枝普通科藁語E
対象学年:第2学年科目:英語E

-群馬県立中央申等教育学校普通科英語E
対象学年:第5学年科目:英語E

・干葉県立長生高等学校理数科sUDerscience communication n 
対象学年:第2学年科目 :Super Science Communication n 

(学校設定科目)
・岐阜県立東濃実業高等掌校生活文化科英語E

対象学年:第3学年科目:英語E
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(3) r国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策j
盆豆?(J)鐸賓とその具体的施策

鑓雷4:;英語教員の英語力・指導力の強化や学校 ・地械における戦略的な英語教育|
改善を図る。 I

具体的瓦蚕否?
(学枝・地鼠における戦略的な英語教育改善)

0 教育委員会は、地域の英語教育の拠点となる学校の形成、拠点校の成果の他校へ
の普及、戦略的な人事配置、教員研修の実施など、各地慢における戦略的な英語教育

改善を進める。国はそのために必要な支援を行う.(拠点となる学校を全国に250枝程
度置くことを目指す。)

O 国は、国際性を育てるために必要な英語によるコミュニケーション能力や国際感覚の
育成などに取り組むスーJ ~ーサイエンスハイスクールの取組を推進する。
O 国lま、国際パカロレアレベルの教育を実施する学校の取組を推進する。(国際パカロ
レアレベルの教育を実施する学校を5年間で200絞程度へ増加させる。)

:<英語教員に少なくとも求められる英鴻力>
i生徒の炎絡によるコミュニケーンヨン能力を育成するため、生徒が此活に触れる機会を充実すると l
iもに、授業を実際のコミュニケーションの場而とすることができる(英検準1級、TOEFLOsT) 80 : 
j点、TOErCi30点程度以上)
※TOEFLテストには、TOEFLPBTとTOEFLiBTがあるが、現在円本ではTOEFLiBTのみが実施されているた ;
め，!tf:;[t教民に少なくとも求められる!k;，!li-JJについては、『行動肝i岡Jで示したTORFIrsTのλコアに絢).5 ! 
するTOヒFLiBTのスコアを示したd

英語力の指導改善事業 h 与一

成24年度予算額 176百万同

英語力を強化する指導改善の取組 97百万円

-各都道府県に拠点枝を設け、新学習指導要領の着実な実施を促進するとと

もに、英語の使用機会の大幅な拡充やモチベーションの一層の向上を図る

等の優れた取組を宣握。 後拠点樹立金菌、24佼伸 13枚、高 111樹
{東京、大阪を除<1

各都道府県の金活で戦略的に英語教育の改善を図るため、当該教育委員会が
盈且ζ基盤整育連善プランを貧定a

{渓語毅青酸醤フランにおける取組内容]
0拠点絞の成果の普及 〈策語担当毅員や管理職苅象の研修会の実施警〉
O拠点絞における以下の取組に対する指導・町言
rCAN-DOリストJ形式での学習到達自擦の設定と活用
・外国人教員、 Aし丁、 IC了の矧果的な活用
・外部からの指導を受けながら慢策実践の積み上げなと

外部検定試験の活用による英語力の検証 79百万町

・外部検定試験を活用し、拠点枝を中心!こ我が国の生徒の英語力について把
握・分析を行い、指導改善に活かすことで全国的な取組を推進。

・調査対象となる学校は218校{うち継点絞110絞) (※刻S量生徒鍛 :

・英検やGTECfor STUDENTSをベースにした外部検定試験等を活用し、
生徒の英語力を把握・検証
・結果を集計・分析し、指導改善に活かす

-88-



(3) r国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策J
②5つの鍵言とその具体的結策

|提言5:グローパ地に対応した大山とωょう法曹を図る。

具体的施鏑 !

0 国は、学習指導要領に準拠して「聞くことJr話すことJr読むことJr書くこと」を総合的に
問うタイプの入試問題の開発・実施を促す。

0 国は、入学志願者の外国語コミュニケーシヨン能力を適切に評価する観点から、AO入
試・一般入試等におけるTOEFし、γoεIC等の外部検定試験の活用を促す。
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(4)外国語教育関係平成24年度予算

[英語力の指導政善事業】 (1.8億円)
各都道府県に拠点校を設け新学習指導要領の完苦笑な実施を促進するとともに、英語の使用機会
の大幅な拡充やモチペーシヨンの一層の向上を図る等の優れた取組を支援。また、鎚点絞を中心に
外部検定試験を活用して裁が国の生徒の英語力について犯纏・分析を行い、指導改善に活かすこ
とで全国的な取組を推進。

{外国語活動・外国語教育の教材盤備等】(1.4億円〉
今年度新たに作成された小学校外国語活動用教材rHi，friends!Jを来年度も引き続き全国の希望
する小学校の児童生徒等に配布するとともに、生徒の英語力の水準や教員の指導力等の向上を図
るため、後業実践ovoやrCAN・00')ストJガイドブックを作成。
【高校生の留学促進](2億円)
地方公共団体や民間団体等が2主催する海外派遣プログラムへの参加、もしくは、個人で海外留学
する生徒を対象に、 1人40万円を支援(留学期間:原員IJ，年間対象人数:300人)。また、高校生
等に国際的な視野を持たせるとともに、海外留学への機運を高めることに資する取締(高校生留学
等推進協議会の開催、グローバル人材育成のための講師の学校への派遣、留学相談員の配置)を
行う都道府県を支媛。

【国際パカロレアの趣旨を髄E伝えた教育の推進】 (0.15億円)
国際パカロレアの理念を生かしたカりキ斗ラムづくりを行う学校を指定

【日本人若手英語教員米国派遣事業】(2.4億円)
若手英語教員を米国の大学に派遣し、英語教育の教緩法を学ぶとともに、米国での人的交流や

ホームステイを通じて米国の理解を深め、英語教員の英語指導力、英語によるコミュニケーシヨン能
力の充実を図る。
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(5)外国語教育関係平成25年度概算要求概要

【小中高を通じた英語教育強化推進事業】(5億円)
-英語によるコミュニケーション能力・論理的思考力を強化する指導改善の取組
・外部検定試験を活用した英語によるコミュニケーション能力・論理的思考力の検証
・教育委員会と連携した大学による教員の英語力・指導力向上のための取組

【将来的な外国語教育のあり方に関する調査研究](0.3億円〉
・小学校等における外国語教育に関する調査研究等

【外国語活動・外国語教育の教材整備等】(1.3億円)
・平成26年度分の小学校外国語活動用教材fHi分iendsUの配布等

【高校生の留学促進】(4億円)
・留学促進(支援金の対象高校生) 300人→600人

[国際バカロレアの趣旨を踏まえた教育の推進](0.15億円)
・国際パカロレアの理念を生かしたカリキュラムづくりを行う学校を指定

[日本人若手英語教員米国派遣事業】(2.4億円)
・英語教員の指導力、英語によるコミュニケーション能力を高め、英語教育の充実を図

るため、若手英語教員を米国の大学に派遣
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(6)英語教育ボータルサイト「えいごネット」

0英語教育ポータルサイト「えいごネット」を開設(http://www.eigo-net.jp/) 
〈コン子ンツ伊11>

(1)教材・素材を療す
0やさしく緩める茶箆ニュース
0世界で活鈍する人々のインタピ斗ー
O映像教材

活動ペースでの
教材探し!

0捌く活動、話す活動、読む活動、書〈活動の教材

(2)事例・指導案を探す
0文部科学谷公式サイトの縄鍛資料

学校1重別に
綾索可能!

(例)Hi， friends!の箔毒事家、後祭実践DVDの鎗導案
。教育委員会等で掲載している指導案

実践に活かせる情報

;@文部科学錦カのもと、(財}英語教育協 !
: 話会(ELEC)が遷営 ; 

(3)教育のいまを知る 留学・大学での学びを知る!
0教科調査官等、専門家のインタビュー
0都道府県・f旨定都市教育委員会による取組紹介
(リレ一連軍事)
O留学関連情報
O大学の取組(~絡を使って専門的な学びを広げる)

(4)術導力を向上させる 自己研鎌に励む 1
0各種研修会情報
0教育二4ース

(5)生徒の学習.欲を高める 戸 モチベーシヨンを
0世界で;舌綴する人のインタビュ- -t_ 痛める!

0生徒向けイベント
0海外勤務経験者の出張俊業
O英語に関する試験情報
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